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「
認
知
症
の
治
療
と
予
防
は
で
き
る
の
か
」

 
稻
垣
千
代
子　
関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授

１
９
６
４
年
京
都
大
学
医
学
部
卒

業
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
（
薬
理
学
専
攻
）

京
都
大
学
医
学
博
士
京
都
大
学
医

学
部
助
手
、
講
師
、
１
９
８
３

年
京
都
薬
科
大
学
教
授
を
経
て

１
９
８
８
年
関
西
医
科
大
学
教
授
に
就
任
す
る
。
２
０
０
７
年
定
年
退
職
、

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授
に
任
じ
ら
れ
る
。
現
在
、
関
西
医
科
大
学
内
部
監

査
室
長
。
専
門
は
薬
理
学
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
塩
素
イ
オ
ン
の
生
体
情

報
伝
達
に
お
け
る
役
割
の
解
明
、
ク
ロ
ラ
イ
ド
ポ
ン
プ
の
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ

ン
グ
、
難
病
の
革
新
的
治
療
薬
の
開
発
研
究
、
認
知
症
の
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

薬
の
開
発
研
究
な
ど
。
著
書
及
び
多
数
の
研
究
論
文
が
国
際
誌
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

は
じ
め
に

　

京
都
鴨
沂
会
監
事
田
中
千
賀
子
先
生
は
日
本
の
薬
理
学
教
育
を
牽

引
さ
れ
る
脳
科
学
者
で
、
京
都
大
学
医
学
部
で
の
私
の
恩
師
で
も
あ

り
ま
す
。
鴨
沂
会
会
長
家
森
幸
男
先
生
よ
り
鴨
沂
会
誌
へ
の
寄
稿
の

機
会
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
風
格
あ
る
鴨
沂
会
館
で

ピ
ア
ノ
を
弾
か
せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
鴨
沂
高
校
を
囲
む
風
雅

な
景
色
を
思
い
な
が
ら
寄
稿
準
備
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

健
康
寿
命
を
脅
か
す
の
は
？

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
、
世
界
最
高
水
準
の
長
寿
国
で
あ
る
日

本
で
は
２
０
２
０
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
64
歳
、
女
性
87
・
74
歳

と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
健
康
上

の
問
題
で
生
活
に
影
響
の
な
い
「
健
康
寿
命
」
は
、
こ
れ
ら
の
平
均

寿
命
よ
り
も
約
十
年
短
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
健
康
寿
命
を
短
く
し
て
い
る
原
因
の
第
一
位
は
認

知
症
と
さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
対
策
は
国
に
と
っ
て
も
大
き
な
施
策

と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

日
本
に
お
け
る
認
知
症
患
者
数
は
600
万
人
（
２
０
２
０
年
）、

２
０
２
５
年
に
は
700
万
人
（
高
齢
者
の
約
五
人
に
一
人
）
が
認
知
症

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
立
ち
上
げ
た
「
健

康
寿
命
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
研
究
会
」
は
、
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
４
０
年
に
向
け
て
健
康
寿
命
を
三
年
以
上
伸
ば
す
こ
と
を
目

指
す
と
し
て
い
て
、
認
知
症
に
対
す
る
対
策
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、
認
知
症
の
兆
候
に

早
く
気
付
い
て
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
そ
も
そ
も
認

知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
策
は
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に

京
都
鴨
沂
会 

教
養
講
座
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つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
と
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）（
表
１
）

　

認
知
症
と
は
脳
の
一
部
の
神
経
細
胞
が
傷
害
を
受
け
て
死
滅
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
旦
正
常
に
発
達
し
た
精
神
機
能
（
知
識
や
行
動
）

が
概
ね
六
〇
歳
以
降
に
慢
性
的
に
低
下
し
、
日
常
生
活
の
動
作
や
物

事
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
言
い
ま
す
。
主
な
症
状
と
し
て

は
記
憶
機
能
の
低
下
に
代
表
さ
れ
る
「
認
知
機
能
障
害
」
と
夜
間
徘

徊
・
幻
覚
等
の
「
認
知
症

の
行
動
・
心
理
症
状
」
と

が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の

診
断
は
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
点
を
重
視
し
て

い
る
の
で
、
物
忘
れ
や
比

較
的
簡
単
な
こ
と
が
覚
え

ら
れ
な
い
な
ど
の
認
知
機

能
の
低
下
が
あ
り
、
当
人

や
周
囲
の
人
が
時
々
困
る

事
が
あ
っ
て
も
日
常
生
活

が
で
き
て
い
る
場
合
は
軽

度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

と
し
て
、
認
知
症
と
区
別

し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の

状
態
で
適
切
な
対
応
を
行

う
と
認
知
症
発
症
を
回
避
し
、
時
に
は
正
常
状
態
に
戻
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

認
知
症
の
原
因

　

認
知
症
を
発
症
す
る
原
因
と
し
て
代
表
的
な
疾
患
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
で
、
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
脳
血
管

性
疾
患
、
レ
ビ
ー
小
体
病
、
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
、
外
傷
性
脳
損
傷
、

医
薬
品
使
用
な
ど
が
原
因
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
、
プ
リ
オ
ン
病
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
で
も

認
知
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
常
圧
水
頭
症
、
慢
性
硬

膜
下
血
腫
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
⓬
欠
乏
症
に
よ
る

認
知
症
は
外
科
的
処
置
ま
た
は
内
科
的
補
充
療
法
に
よ
り
治
療
が
可

能
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症
状
―
特
徴
と
経
過

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
す
る
と
記
憶
障
害
、
失
語
、
地
理
的

失
見
当
識
な
ど
が
生
じ
、
数
分
以
内
の
出
来
事
を
記
憶
で
き
な
い
、

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
言
葉
が
出
て
こ
な
い
、
帰
宅
や
行
き
慣
れ
他

場
所
に
迷
っ
て
行
き
着
け
な
い
、
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
加
齢

に
よ
る
物
忘
れ
と
は
異
な
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
記
憶
障

害
の
特
徴
は
食
事
を
し
た
こ
と
何
処
か
へ
出
掛
け
た
こ
と
自
体
を
丸

ご
と
忘
れ
て
し
ま
い
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と
で

す
。
比
較
的
最
近
起
き
た
こ
と
思
い
出
せ
な
い
状
態
か
ら
次
第
に
昔

の
記
憶
も
喪
失
し
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
行
動
に
介
助
が
必
要

表１
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と
な
り
、
や
が
て
失
禁
、
不
潔
行
動
、
興
奮
な
ど
で
介
助
も
困
難
と

な
り
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
脳
内
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
脳
内
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
42
と
言
わ

れ
る
蛋
白
（
Ａ
β
42
）
が
多
く
産
生
さ
れ
、
そ
の
神
経
毒
性
に
よ
っ

て
脳
の
記
憶
機
能
を
司
る
部
位（
海
馬
）を
中
心
に
神
経
細
胞
が
徐
々

に
死
滅
し
ま
す
。
健
康
な
状
態
で
も
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
40
や
Ａ
β
42
な

ど
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
蛋
白
が
産
生
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
で
は
早
い
場
合
は
発
症
す
る
前
の
四
十
歳
代
か
ら
Ａ
β
42
の
蓄

積
が
始
ま
り
ま
す
。
少
数
で
す
が
（
５
％
以
下
）
概
ね
四
十
歳
代
に

発
症
す
る
家
族
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
複

数
の
遺
伝
子
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
変
異
が
あ
れ
ば
必
ず
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
発
症
前
診
断

は
推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
Ａ
β
42
と
共

に
リ
ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
結
合
し
て
老

人
斑
と
し
て
脳
内
に
沈
着
す
る
特
徴
的
な
病
理
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
は
ど
の
よ
う
な
薬
が
使
わ
れ
る
か

　

現
在
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
に
は
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻

害
薬
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
拮
抗
薬
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症
状
を
軽
減
、
ま

た
は
症
状
の
進
行
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
６
月

に
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
一
部
条
件
付
き
で
承
認
し
た

ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
を
抗
体
に
よ
り
除
去
し

て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
根
治
的
に
治
療
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ

れ
、
日
本
で
も
２
０
２
０
年
12
月
に
薬
事
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
（
図
１
）

　

ド
ネ
ベ
ジ
ル
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
が
あ
り
ま
す
。

脳
内
で
神
経
細
胞
か
ら
神
経
細
胞
に
情
報
を
伝
え
る
神
経
伝
達
物
質

の
一
つ
に
ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
が
あ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
患
者
さ
ん
の
脳

で
は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の

合
成
酵
素
や
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
が
減
少
し
て
い
る
の

で
、
神
経
細
胞
間
の
情
報

伝
達
が
障
害
さ
れ
て
認
知

症
の
症
状
が
現
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
ア
セ
チ

ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ

は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
分

解
す
る
酵
素
で
、
コ
リ
ン

エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
は

そ
の
活
性
を
抑
え
て
、
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
減
少
を

遅
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
ド
ネ
ベ
ジ
ル
は
日
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本
で
開
発
さ
れ
、
軽
症
か
ら
中
等
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
認
知
症

症
状
の
改
善
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
、
日
本
の
ほ

か
米
国
や
英
国
で
も
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
重
症
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
も
適
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
服
用
量
は
一
日
一
回
３

㎎
か
ら
は
じ
め
１
、２
週
後
に
一
日
一
回
５
㎎
ま
で
増
量
し
ま
す
。

重
症
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
更
に
一
日
一
回
10
㎎
ま
で
の
増
量
が

可
能
で
す
。
高
容
量
の
服
用
で
は
吐
き
気
や
下
痢
な
ど
の
消
化
器
症

状
に
加
え
心
拍
数
の
低
下
（
徐
脈
）
な
ど
の
副
作
用
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
は
欧
州
で
認
可
さ
れ
、
そ
の
後
日
本
で
も
承
認
さ

れ
た
経
口
薬
で
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
作
用
は
ド

ネ
ベ
ジ
ル
よ
り
も
弱
い
が
、
ほ
か
に
脳
内
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容

体
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
に
対
す
る
感
受
性
を
高
め
る
作
用
が
あ
り
、

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
以
外
の
神
経
伝
達
物
質
（
快
楽
を
催
す
ド
パ
ミ
ン

や
気
分
を
平
穏
に
す
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
な
ど
）
の
分
泌
を
促
進
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
用
に
よ
り
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
記

憶
障
害
以
外
の
精
神
症
状
（
興
奮
や
異
常
行
動
）
の
改
善
に
も
有
効

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
は
軽
症
か
ら
中
等
度
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
認
知
症
に
適
応
と
さ
れ
、
一
日
８
㎎
か
ら
始

め
て
四
週
間
後
一
日
16
㎎
に
増
量
し
ま
す
。
副
作
用
と
し
て
は
食
欲

不
振
な
ど
の
消
化
器
症
状
の
ほ
か
稀
に
錯
乱
や
鬱
状
態
な
ど
の
精
神

症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
は
皮
膚
か
ら
薬
物
を
吸
収
さ
せ
る
貼
付
薬
で

す
。
経
口
薬
の
副
作
用
が
強
い
場
合
や
内
服
が
困
難
な
患
者
さ
ん
に

使
わ
れ
ま
す
。
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
は
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
も
う
一
つ

の
分
解
酵
素
で
あ
る
ブ
チ
リ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
を
阻
害
す
る

作
用
が
強
く
、
一
日
一
回
９
㎎
か
ら
始
め
て
18
㎎
ま
で
増
量
が
可
能

で
す
。
古
い
貼
付
薬
は
必
ず
剥
が
し
て
か
ら
新
し
い
添
付
薬
を
貼
る

こ
と
が
大
切
で
、
剥
が
し
忘
れ
に
よ
る
副
作
用
の
増
強
が
問
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
拮
抗
薬
（
図
２
）

　

メ
マ
ン
チ
ン
は
中
等
度

か
ら
重
症
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
患
者
さ
ん
に
適
応

と
な
る
経
口
薬
で
す
。
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
は
記
憶
や
学

習
に
関
与
す
る
脳
の
神
経

伝
達
物
質
の
一
つ
で
す

が
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
に
よ

る
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
の
刺

激
効
果
が
強
す
ぎ
る
と
興

奮
症
状
が
現
れ
、
神
経
細

胞
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
神
経

細
胞
か
ら
の
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
遊
離
量
や
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受

容
体
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
に
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対
す
る
感
受
性
も
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
に
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
興
奮
症
状
の
強
い
場
合
に
は
メ
マ
ン
チ
ン
が
Ｎ
Ｍ

Ｄ
Ａ
受
容
体
を
拮
抗
的
に
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
興
奮
症
状
を

和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ
マ
ン
チ
ン
は
作
用
機
序
が
異
な
る

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
と
の
併
用
が
可
能
で
す

が
、
そ
の
場
合
も
一
日
一
回
５
㎎
か
ら
１
週
間
単
位
で
５
㎎
ず
つ
増

量
し
て
維
持
量
一
日
一
回
20
㎎
と
し
ま
す
。
メ
マ
ン
チ
ン
は
投
与
初

期
に
め
ま
い
や
傾
眠
な
ど
の
副
作
用
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
転
倒

の
原
因
に
も
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
薬
を
少

量
か
ら
始
め
て
治
療
効
果
の
期
待
で
き
る
維
持
量
に
ま
で
増
量
す
る

の
は
、
副
作
用
の
軽
減
を
図
る
た
め
で
す
。

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
抗
体

　

ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
を
抗
原
と
し
て
作
ら

れ
た
抗
体
薬
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
と

結
合
し
て
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
の
沈
着
を
抑
制
す
る
新
薬
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
条
件
付
き
で
承
認
し
ま
し
た
。
現
在
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
が
症
状
修
飾
薬
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

初
め
て
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
疾
患
修
飾
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
る

一
方
、
そ
の
承
認
過
程
に
対
す
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
内
委
員
会
か
ら
の
批
判
も

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
効
果
は
２
系
統
の
試
験
の
内
、
一
方
の

試
験
で
偽
薬
投
与
群
に
比
べ
て
認
知
機
能
の
低
下
を
22
％
程
度
抑
制

し
た
と
し
て
い
ま
す
が
、今
回
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
臨
床
研
究
の
生
物
指
標（
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
沈
着
の
減
少
）
に
基
づ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。
Ｆ

Ｄ
Ａ
は
開
発
者
に
対
し
て
承
認
後
臨
床
効
果
を
再
評
価
す
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、結
果
に
よ
っ
て
は
承
認
を
取
り
消
す
と
し
て
い
ま
す
。

副
作
用
と
し
て
一
過
性
の
脳
浮
腫
、
頭
痛
や
意
識
障
害
が
35
％
の
投

与
患
者
に
認
め
ら
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
デ
ュ
カ

ヌ
マ
ブ
の
米
国
で
の
薬
価
は
日
本
円
に
し
て
年
間
610
万
円
相
当
と
さ

れ
、
高
額
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
原
因
と
な
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
以
外
の
疾
患
が

診
断
さ
れ
た
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
疾
患
の
治
療
や
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
が
適
応
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
は
で
き
る
の
か

　

先
述
の
よ
う
に
、
認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
疾
患
が
あ
り
、多
く
は
神
経
変
性
疾
患
で
あ
る
た
め
、

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
の
明
確
な
予
防
法
は
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
・
高
年
期
の
運
動
習
慣
や
趣
味
な
ど

の
活
動
が
認
知
症
の
発
症
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
高
血
圧
や

糖
尿
病
・
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
改
善
、
社
会
的
孤
立
を
避
け

る
こ
と
、
聴
力
低
下
を
補
う
こ
と
、
う
つ
気
分
の
解
消
や
禁
煙
な
ど

に
よ
り
、
認
知
症
の
一
部
は
予
防
で
き
る
と
の
研
究
報
告
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
良
質
な
夜

間
睡
眠
、
余
暇
活
動
や
社
会
と
の
接
触
を
保
つ
こ
と
な
ど
を
心
が
け

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
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京
都
祇
園
祭
大
船
鉾
・
鷹
山
の
復
元
設
計

 

末
川　

協　
建
築
設
計
事
務
所
主
宰

１
９
８
７
年
京
都
大
学
工
学
部
建

築
系
学
科
卒
業
、
１
９
８
９
年
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築

学
教
室
修
了
。
㈱
浦
辺
設
計
勤
務

後
、
大
阪
城
公
園
事
務
所
、
滋
賀

県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
、
鳥
取

県
立
武
道
館
、
長
浜
曳
山
博
物
館
等
の
設
計
に
参
画
。
２
０
０
１
年
国
際

協
力
事
業
団
青
年
海
外
協
力
隊
参
加
、
ブ
ー
タ
ン
王
立
司
法
裁
判
所
勤
務
。

２
０
０
４
年
末
川
協
建
築
設
計
事
務
所
開
設
、
以
降
、
京
町
家
等
、
伝
統
構

法
に
よ
る
建
築
の
改
修
設
計
を
手
掛
け
る
。
２
０
１
１
～
２
０
１
７
年
、
公

益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
装
飾
品
等
専
門
委
員
。
２
０
１
８
年
、
四

条
町
大
船
鉾
町
会
所
が
ユ
ネ
ス
コ
ア
ジ
ア
太
平
洋
文
化
遺
産
保
全
賞
最
優
秀

賞
。

は
じ
め
に

　

筆
者
は
町
家
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的
な
木
造
建
築
の
改
修
設
計

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
大
阪
で
の
修
業
時
代
は
各
地
の
公
共
文
化

施
設
の
設
計
監
理
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
で
独
立
す
る
に

当
た
り
、
現
代
建
築
の
新
築
の
仕
事
は
当
面
も
う
い
い
か
と
感
じ
た

次
第
で
し
た
。
町
場
（
ま
ち
ば
）
の
実
務
で
も
日
本
の
伝
統
軸
組
工

法
の
復
権
、
伝
統
構
法
に
よ
る
建
物
を
伝
統
構
法
で
直
す
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

設
計
事
務
所
を
開
い
て
二
年
目
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
京
都
市
文
化

財
保
護
課
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
要
請
で
祇
園
祭
の
山
鉾
の
木
部

軸
組
の
調
査
の
お
手
伝
い
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
で
大
船
鉾

（
二
〇
一
四
年
に
一
五
〇
年
ぶ
り
に
巡
行
復
帰
）
の
復
元
設
計
を
担

当
し
、
二
〇
一
八
年
か
ら
は
鷹
山
の
復
元
設
計
の
要
請
を
頂
き
ま
し

た
。
本
年
、
一
九
六
年
ぶ
り
の
巡
行
復
帰
に
向
け
、
鷹
山
本
体
の
木

部
は
ほ
ぼ
製
作
が
完
了
し
、
組
立
や
真
松
建
て
、
試
験
走
行
を
保
存

会
で
練
習
中
で
す
。山
に
付
属
す
る
埒（
居
祭
り
で
の
木
製
の
囲
い
）、

駒
形
提
灯
、
障
子
屋
根
、
昇
降
台
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
初
め
に
既
存
の
大
型
の
鉾
に
共
通
す
る
構
造
を
述
べ
ま

す
。
次
に
大
船
鉾
と
鷹
山
の
復
元
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造

上
の
特
徴
や
工
夫
を
述
べ
た
く
思
い
ま
す
。

鉾
の
構
造

　

山
鉾
の
調
査
で
は
囃
子
方
を
載
せ
る
大
型
の
山
鉾
の
う
ち
、
八
基

の
軸
組
の
実
測
を
行
い
、
そ
の
架
構
と
材
種
や
仕
口
、
継
手
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
結
論
を
言
う
と
真
木
を
備
え
る
六
基
の
鉾
の
軸
組

は
い
ず
れ
も
共
通
で
す
。
そ
の
点
か
ら
鉾
の
軸
組
は
構
造
的
に
完
成

さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。図
①
に
鉾
の
軸
組
の
概
略
を
示
し
ま
す
。

①　

 
巨
大
な
真
木
は
櫓
の
下
部
の
真
木
受
梁
に
載
り
、
そ
の
重
心
は

出
来
る
だ
け
低
く
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②　

 

真
木
は
中
程
で
、
湾
曲
し
た
四
本
の
カ
ム
ロ
柱
で
全
方
向
に
支

え
ら
れ
ま
す
。
曲
が
っ
て
育
っ
た
桧
で
カ
ム
ロ
柱
は
作
ら
れ
ま
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す
が
、
組
立
時
に
、
さ
ら
に
圧
縮
を
加
え
曲
げ
な
が
ら
嵌
め
込

ま
れ
ま
す
。（
カ
ム
ロ
と
は
付
き
添
い
の
意
味
）。

③　

 
こ
の
カ
ム
ロ
柱
は
燧
（
ひ
う
ち
）
と
い
う
水
平
の
斜
材
に
載
り

四
角
錘
を
作
り
ま
す
。
燧
は
櫓
の
上
で
、
縄
で
く
く
ら
れ
る
だ

け
、真
木
の
変
位
に
追
随
し
て
四
角
錘
は
櫓
の
上
を
滑
り
ま
す
。

（
燧
の
交
点
と
真
木
も
縄
で
く
く
る
だ
け
の
取
合
い
で
す
）

　

以
上
、
真
木
が
鉾
の
中
で
自
立
し
、
巡
行
に
よ
る
水
平
方
向
の
力

に
耐
え
る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
鉾
の
軸
組
は
極
端
な
柔
構
造
で
す
。
部
材
の
数
を
減

ら
し
、
細
い
け
れ
ど
も
で
き
る
だ
け
長
く
材
を
用
い
る
。
立
体
的
な

バ
ネ
が
内
在
し
、復
元
力
（
元
の
形
に
戻
ろ
う
と
す
る
力
）
を
備
え
、

全
体
の
変
形
性
能
で
安
定
を
目
指
す
。
軸
組
だ
け
で
足
り
な
い
耐
力

は
縄
が
ら
み
（
や
町
家
の
場
合
は
土
壁
）
で
補
う
。
京
町
家
の
地
震

対
策
と
共
通
で
す
。

　

鉾
の
巡
行
中
、
御
池
や
四
条
の
河
原
町
の
交
差
点
で
見
ら
れ
る
辻

回
し
、
鉾
を
九
〇

度
回
転
さ
せ
る
所

作
は
圧
巻
で
す
。

し
か
し
鉾
に
加
わ

る
最
大
の
水
平
力

は
、
辻
回
し
で
は

な
く
、
鉾
建
て
の

際
に
地
面
に
倒
し

た
鉾
に
横
向
き

に
掛
る
重
力
で
す
。
従
っ
て
鉾

が
無
事
に
建
て
ら
れ
れ
ば
辻
回

し
も
恙
な
く
行
え
る
。
建
て
方

の
中
に
巡
行
の
安
全
を
検
証
す

る
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。（
図
②
）

　

短
期
間
で
の
組
立
と
解
体
を

前
提
と
し
、
人
力
だ
け
で
地
上

二
五
ｍ
を
超
え
る
真
木
を
建
て

起
し
、
自
立
さ
せ
、
巡
行
に
耐

え
る
。
そ
の
構
造
は
一
般
の
建

築
物
を
越
え
る
性
能
も
要
し
ま

す
。
華
や
か
な
懸
装
品
の
陰
に

隠
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
木
部

軸
組
は
、
寺
社
や
五
重
塔
、
茶

室
や
町
家
と
並
ん
で
日
本
の
誇
る
伝
統
軸
組
構
法
の
一
つ
の
完
成
形

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

文
政
期
に
鉾
の
構
造
は
技
術
的
な
到
達
点
を
迎
え
ま
し
た
。
巨
大

化
と
と
も
に
構
造
が
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
す
。
鶏
鉾
と
長
刀
鉾

が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
鉾
は
化
粧
屋
根
の
支
持
の

仕
方
が
他
の
山
鉾
と
異
な
り
ま
す
。
舞
台
の
上
で
屋
根
を
支
え
る
化

粧
柱
は
上
か
ら
の
重
さ
だ
け
を
負
担
し
、
横
向
き
の
揺
れ
は
す
べ
て

カ
ム
ロ
柱
に
よ
る
四
角
錘
が
負
担
し
ま
す
。
他
の
山
鉾
は
野
柱
（
の

真木受梁

燧（ひうち）

図①　鉾の基本のフレーム

図②　鉾建て
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ば
し
ら
＝
構
造
材
の
ま
ま
仕
上
げ
て
い
な
い
柱
）で
化
粧
柱
を
継
ぎ
、

舞
台
の
下
か
ら
屋
根
を
支
え
て
い
ま
す
。
二
つ
の
鉾
は
巡
行
の
際
、

大
屋
根
が
真
木
に
合
わ
せ
て
動
く
の
で
、
し
ゃ
な
り
し
ゃ
な
り
と
感

じ
ま
す
。

大
船
鉾
の
復
元
設
計

　

大
船
鉾
が
元
治
元
年
の
焼
失
か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
に
巡
行
復
帰

で
き
た
の
は
、
同
じ
新
町
通
に
あ
る
船
鉾
の
軸
組
調
査
を
さ
せ
て
頂

い
た
お
か
げ
で
す
。
船
鉾
は
真
木
を
持
た
ず
、
独
特
の
曲
面
の
形
状

を
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
わ
り
膨
ら
ん
だ
船
鉾
の
船
体
で
す
が
、
三
次
元
に
削
り
出
す

構
造
材
は
二
種
四
本
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
い
ず
れ
か
の
向
き
は
ぺ

た
ん
と
平
面
に
納
ま
る
二
次
元
で
の
寸
法
管
理
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
伝
統
軸
組
の
建
築
の
技
術
の
枠
内
で
大
船
鉾

の
設
計
も
製
作
も
で
き
る
と
確
信
で
き
ま
し
た
。

　

図
③
に
大
船
鉾
の
軸
組
を
示
し
ま
す
。
船
体
部
分
で
は
基
本
的
に

船
鉾
を
踏
襲
し
ま
し
た
。

　

前
後
に
二
本
ず
つ
の
桔
木
（
は
ね
ぎ
）
で
細
長
い
船
体
を
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
、さ
ら
に
後
方
の
桔
木
の
先
に
も
桔
木
を
継
い
で
艫
屋
形（
と

も
や
か
た
＝
船
の
後
方
の
建
物
）
を
持
ち
出
し
ま
す
。
野
材
（
構
造

材
）
の
軸
組
の
部
材
数
が
一
般
の
鉾
の
六
〇
程
度
に
対
し
て
一
五
〇

近
く
あ
り
ま
す
。
船
の
形
を
実
現
し
、
そ
れ
を
安
定
し
て
巡
行
さ
せ

る
た
め
に
、
構
造
の
複
雑
化
を
い
と
わ
な
か
っ
た
製
作
の
過
程
が
想

像
で
き
ま
す
。

　

大
船
鉾
の
大
き

さ
は
幕
末
か
ら
四

条
町
町
内
に
残
る

雨
天
用
の
水
引
幕

か
ら
決
定
し
ま
し

た
。
大
船
鉾
の
周

長
は
船
鉾
の
1
・

１
２
６
倍
で
す

が
、
前
後
の
幕
の

幅
は
船
鉾
よ
り
も

狭
い
の
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
全

体
に
ス
リ
ム
な
船

体
を
目
指
し
て
設

計
し
ま
し
た
。

　

船
体
に
続
く
屋
形
の
設
計
で
は
、
江
戸
時
代
の
十
一
点
の
絵
画
を

各
部
位
ご
と
に
一
覧
で
比
較
し
、
参
考
に
出
来
る
資
料
を
一
点
に
絞

り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
の
要
望
も
あ
り
船
鉾
に
比
べ
化
粧
屋
根
が
更

に
大
き
く
複
雑
に
な
り
ま
し
た
。

鷹
山
の
復
元
設
計 

　

鷹
山
は
祇
園
祭
の
山
鉾
の
う
ち
曳
山
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
入
り
ま

す
。
外
観
は
鉾
に
似
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
な
成
立
も
、
軸
組
の
構

造
も
鉾
と
は
異
な
り
ま
す
。
曳
山
は
真
木
や
カ
ム
ロ
柱
を
持
た
ず
に 図③　大船鉾の軸組

桔木（艫）

組合柱
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真
松
を
建
て
ま
す
。
ま
た
三

基
の
曳
山
の
先
行
事
例
は
、

外
観
は
似
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
で
真
松
と
化
粧
屋
根

の
支
持
の
方
法
が
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

既
存
の
曳
山
の
一
基
は
四

本
の
化
粧
柱
と
は
別
に
四
本

の
野
柱
を
用
い
て
い
ま
す
。

別
の
一
基
は
二
本
の
野
柱
を

用
い
て
い
ま
す
。
残
る
一
基

は
野
柱
を
用
い
て
い
ま
せ
ん

が
、
化
粧
柱
の
足
元
を
し
っ

か
り
さ
せ
る
た
め
に
、
鉄
の
振
れ
止
め
斜
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
構
造
の
解
決
策
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
設
計
し
た
鷹
山
も
、
そ
の
点
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
構
造
と
し
ま

し
た
。

　

鷹
山
の
設
計
の
与
条
件
は

①　

 

巡
行
末
期
で
あ
る
文
政
期
の
形
態
で
復
元
す
る
こ
と
。
こ
れ
に

は
絵
画
資
料
を
参
照
し
ま
し
た
。 

②　

 

ご
神
体
人
形
を
「
見
せ
る
」
山
と
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
化
粧

柱
四
本
の
み
で
屋
形
屋
根
の
支
持
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。

③　

 

安
全
安
心
な
復
元
を
旨
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
曳
山
の
構
造
の
合
理
性
を
基
本
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
鷹
山
保
存
会
か
ら
は
、
他
の
鉾
の
町
内
よ
り
頂
い
た
支
給
材

の
再
利
用
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
軸
組
の
設
計
を
目
指
し
ま
し
た（
図
④
）

　

す
な
わ
ち
、
鷹
山
で
は
四
本
の
化
粧
柱
を
舞
台
の
下
で
野
材
と
継

が
ず
、
そ
の
ま
ま
構
造
材
と
し
て
一
本
で
通
し
ま
す
。
そ
し
て
水
平

直
交
二
方
向
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
段
の
横
架
材
で
拘
束
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
上
下
逆
向
き
の
鳥
居
型
を
東
西
南
北
に
組
む
設
計
で
す
（
図
中

ハ
ッ
チ
部
分
）。

こ
の
架
構
に
よ
っ

て
四
本
の
化
粧
柱

が
足
元
か
ら
だ
け

で
自
立
し
ま
す
。

そ
の
柱
の
て
っ
ぺ

ん
に
、
ピ
ン
接
合

（
自
由
接
点
）
で

も
大
丈
夫
な
屋
根

を
載
せ
る
構
造
と

し
ま
し
た
。
一
方

真
松
は
真
松
受
梁

と
舞
台
床
下
の
燧

（
ひ
う
ち
）
で
支

持
し
ま
し
た
。
真

松
は
、
屋
根
と
は

図④　鷹山の軸組

真松（継柱）

７月20日の曳き初め（大船鉾）
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別
々
に
揺
れ
ま
す
が
、

補
足
的
に
拘
束
し
あ
う

よ
う
ゆ
る
く
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
巡
行
中
は

前
後
の
動
き
よ
り
も
横

転
の
危
険
に
備
え
る
べ

き
と
判
断
し
、
四
本
柱

の
足
元
の
ほ
ぞ
（
木
材

を
繋
ぐ
た
め
の
凸
部
の

加
工
）
は
、
丈
夫
な
向
き
を
曳
山
の
左
右
に
向
け
ま
し
た
。

ま
と
め

　

大
船
鉾
の
復
元
設
計
で
の
要
点
は
、
卵
型
の
船
形
の
実
現
に
向
け

た
、曲
面
を
つ
く
る
部
材
の
寸
法
管
理
で
し
た
。
部
材
の
大
き
さ
を
、

本
来
の
製
作
順
序
と
は
逆
に
江
戸
時
代
の
懸
装
品
に
合
わ
せ
る
寸
法

管
理
も
必
要
で
し
た
。
部
材
の
数
は
船
体
の
一
五
〇
に
加
え
、
屋
形

で
は
二
六
〇
余
り
、
合
計
で
四
〇
〇
を
超
え
ま
し
た
。
焼
失
一
五
〇

年
目
の
巡
行
復
帰
に
合
せ
、
船
体
を
半
年
間
、
屋
形
を
一
年
間
で
設

計
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
鷹
山
の
復
元
設
計
で
の
要
点
は
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
で

し
た
。
実
際
に
真
松
が
建
て
起
せ
る
か
、
巡
行
で
の
真
松
や
屋
根
の

揺
れ
を
化
粧
の
四
本
柱
で
受
け
き
れ
る
か
、
新
町
通
と
三
条
通
の
狭

い
交
差
点
で
辻
回
し
が
で
き
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
本
番
の
巡
行
復
帰
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
安
心
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

船
鉾
の
軸
組
を
実
測
す
る
と
、
船
体
を
支
え
る
桔
木
と
床
板
を
受

け
る
梁
材
の
軸
線
が
上
下
で
重
な
り
ま
す
。
上
下
左
右
と
も
斜
め
の

材
で
あ
り
一
見
ラ
ン
ダ
ム
に
見
え
る
も
の
が
完
全
に
重
な
る
の
で

す
。
さ
ら
に
図
③
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
後
の
桔
木
の
軸
線
を
伸

ば
し
て
み
る
と
車
軸
上
、
組
合
柱
と
石
持
梁
と
の
交
点
で
三
点
が
交

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
材
は
実
際
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
材
料

同
士
で
す
が
、と
こ
と
ん
幾
何
学
形
（
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
と
呼
び
ま
す
）

を
研
ぎ
澄
ま
し
、
そ
の
美
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
軸
組
に
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
船
鉾
の
設
計
で
も
理
解
が
及
ぶ
限
り
踏
襲
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
設
計
ツ
ー
ル
が
な
い
時
代
に
ど
の
よ
う

に
山
鉾
は
作
ら
れ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
鉾
を
作
っ
た
大
工
た
ち
は
精

密
な
模
型
を
作
っ
て
構
造
の
検
討
や
寸
法
管
理
を
行
っ
て
き
た
の
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
実
大
で
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
そ
の
安
全
性
の
確
認
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
だ
と

想
像
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
船
鉾
と
鷹
山
の
軸
組
の
復
元
設
計
に
よ
っ
て
、
祇
園

祭
の
山
鉾
の
五
五
〇
年
の
歴
史
の
中
、
そ
の
技
術
の
積
み
重
ね
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
少
な
り
と
も
そ
れ
ら
を
将
来

に
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
が
で
き
、
京
都
で
生
ま
れ
育
っ
た
建
築
設
計
者

と
し
て
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
復
原
さ
れ
た
大
船
鉾
と
鷹
山
が
末

永
く
祇
園
祭
の
巡
行
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

横山崋山の描いた鷹山


